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湘南大庭地区 湘南大庭市民センター
事務局 望雪0466…87… 1111
メールfj‐ snooba‐c@city.fujisawalg.jp

2025年 (令和7年 )3月 31日
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郷土づくり推進会議たより
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ヽ 「聰咸蛯鸞声已嶼躾膨に膨憮隧繹鰤け」心蜃彊懲

ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

=     1‐ ― ・
‐: :::織 11

■・ 11'I・ ‐|‐
 ‐‐ | ‐.・ ‐■  , ■

―  _.‐    .‐ ,  ,.・  _1・、.■ _ :・ =:11

111 -‐―  :   :I111難
:

湘南大庭地区郷土づくり推進会議は新体制へ !

湘南大庭地区

全体集会
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今回の全体集会では、Webによるアンケートシステム (stldo)や Web会議システム
(Zoom)を活用し、二部構成で実施しました。
第一部では、これまでの取り組みと今後の方針についてトークセッション形式で展開し、貴

重なご意見をいただ<事ができました。多<の地域課題があることを改めて認識しました。
第二部では、湘南大庭地区活性化協議会を含む湘南大庭の未来を考える会議が市長へ今年 1

月末に提言した『湘南ライフタウン活性化指針』を受け、地域課題や将来像について方向性を

確認する事ができました。
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湘南ライフダウン
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・距離表示・デジタル・大庭城跡・その他
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【第一部】
。鍾離表示と纏朦相談徹組み合わ慧れば

｀
、しヽい覇築ができるか亀われません。

会蜃欝蜀;澄魏を靡mヽけた睾飩蜀癸朧鍾鰺‡げてR籐疱咸絋憔纏贄茫ぽ晰眩す。
e長後子ども餃L(N翁0法人こと酵ジのあうち)1譲 4地区で実施してしヽますが、湘南大應地

区の鬱鯛者が懸彊穣鑢|こ多く、国蟻所徹呻甍としてしヽる住民がなりヽと感けてしヽます。

・デジタル祓無‡譲カジ掬ナが多鍾、デジマルデバイドとしヽわ雷葉らわからなりヽと思う。

講座募焦 (こ当たつては、わかレジやすしヽ表現で、わか》ジやすしヽテラシヤ資料がりヽしヽと思しヽ

ます。

・趣味をきつか:すとした面ミュニティの次のステップとして、自治会)舌動への参力目を取

り上|ずでも犠しヽたい。

→拶褥‡機椰量づくり薇咤伶絣量は瘍イベント時攣雉楊扮疵など、薇鍮|こ磯曇量ニディ蜀

儡隧藤げて行‡ず鰤鈴釉骰趣なつて聰畿す。

・七カンドライツ警5会で1旗来年(旗どんな講態をやはチ定ですか?

⇒『勒∫な種瘍鐙輻鰊鑽薇炒文機卜を同甕嬢雷警傷電骰譲す。な冬緻饉辣で綺鱚鯰慧ず繹楊

蔵めす。

【第二部】
嬢
,舌
′
|｀生化指針をつく鶴中で、―瞭大変だったこと(旗《爾ですか。

→暦苺瞳亀鐘蝙炒燒之憑録輪鶴瘍隧権は眩燎響鶉こ炒が大ぬけりた。強吻瘍饉勒をみ鰊鐘攀

び譲骰m。

・添′‡
｀
性化難針をつく膊うえて、長断亀短断場合わ越て湘繭大藤の特徴だとまとめられ

康す。

【その他寄せられたご意見です】
鬱湘繭大應‡譲坂が多い、磯ミュニラィバスの韓入を目ま旨して験しい。

・5瞳建ての鍵含住宅4こ‡機ニレベーターが難しヽ。高齢化が進む中で「住みづらしヽ術」鮭な

らなりヽ様|こ考えて欲し続。

※切実な課題の提起をいただく事ができました。

スマホ教室を「市民の家」で開催することには、参カロ者からも賛同のお言葉もいただき

ました。皆さんからいただいたご意見は、令和7年度以降の事業に反映させていただ

きます。

鼈鯰褥鸞慇 令和 6年度も皆さんのご協力をいただき、多くの事業を

実施することができました。

令和 7年度は、これまでの事業を活性化指針に示された三つの取組

方針に沿つて進め、市の施策や計画と整合性を図りながら、地域住民

の皆様や地域団体と協働で事業を展開していきます。引き続き、地域

の皆さまには、郷土づくり推進会議にお力添えをいただきますよう、

お願いします。

0
4

跛


